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•  ICT	
  インフラストラクチャの大容量化	
  
•  ネットワークの大容量化	
  
•  ICT	
  サービスの重要性	
  
•  クラウドサービスの台頭	


•  サービスの地理的制約	
  
•  可搬性と可用性の低下	
  
•  本来の「クラウド」の特性を失う	
  

•  位置に縛られない柔軟なサービス構築と移動を可能に	
  
•  距離的に離れた拠点間にて高速にサービスを移動させる	
  
•  クラウド環境を「まるごと」移設するための技術開発　	


拠点間におけるクラウド環境まるごとの	
  
高速マイグレーション	


•  DPDK	
  (Data	
  Plane	
  Development	
  Kit)	
  利用によるコア専有データ転送	
  
•  多重仮想化によるクラウド環境全体の転送の実現	
  
•  通常時からの差分転送の効率的な利用	
  
•  実証実験環境	
  (JGN-­‐X)	
  を利用した転送実験	
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•  クラウド環境の高速転送によるサービス可搬性の実現	
  
•  高速転送を利用した災害時サービス避難	


DPDK	
  予備実験	
  @	
  Interop	
  Tokyo	
  2014	



